
 

 

 

 

 

  

穂高支部社協だより
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2024年 2月 

穂高支部社協とは、穂高地域の各地区社協、福祉団体、福祉関係者で

構成される、地域福祉を推進する住民による自主組織です。 

災害時住民支え合いマップを知っていますか？ 

「災害時住民支え合いマップ」とは、隣近所で助け合

い、一人でも多くの命を守るため、災害時に支援が必要

な人や避難場所、ハザード情報（洪水や土砂災害が起こ

りやすい危険な地域）などを地区で話し合い、一目で分

かるように書き込んだマップです。 

安
曇
野
市
穂
高
地
域
「
災
害
時
住
民

支
え
合
い
マ
ッ
プ
に
関
す
る
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
6
年
1
月
14
日
（
日
） 

 

講
師
に
安
曇
野
市
福
祉
政
策
担
当
の
水
野
憲

治
様
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
代
表
理
事

で
、
全
国
各
地
で
被
災
地
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

石
井
布
紀
子
様
を
迎
え
、
「
災
害
時
住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

石
井
様
は
、
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
現
地

で
の
支
援
の
中
、
合
間
を
縫
っ
て
お
越
し
下
さ
い

ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
、

こ
れ
ま
で
に
起
き
た
大
災
害
や
現
在
の
能
登
半

島
の
被
災
地
の
実
情
を
交
え
な
が
ら
、
マ
ッ
プ
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
お
話

し
下
さ
い
ま
し
た
。 

   

例
え
ば
お
茶
会
や
お
祭
り
な
ど
の
地
域
活
動

や
、
日
頃
の
訪
問
活
動
な
ど
の
福
祉
活
動
も
、
一

見
防
災
に
関
係
の
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実

は
生
命
や
暮
ら
し
を
守
る
「
減
災
力
」
に
つ
な
が

る
重
要
な
活
動
で
あ
り
、
実
際
に
過
去
の
大
災
害

に
お
け
る
被
災
地
で
は
、
こ
の
「
減
災
力
」が
働
い

て
い
る
地
域
は
、
救
助
や
そ
の
後
の
復
興
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

研
修
会
に
は
区
長
、
地
区
社
協
会
長
を
は
じ
め

民
生
児
童
委
員
、
自
主
防
災
会
の
方
な
ど
62
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
現
在
の
地
域
の
実
情
と

地
域
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
に
対
応
し
て
い
る
方
の
話

は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
た
」
「
能
登
半
島
地
震
を
機
に
こ
の
辺
り
も
糸
魚

川
・静
岡
構
造
線
上
に
あ
り
、
よ
り
深
刻
に
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

水野憲治 様 

石井布紀子 様 



この広報誌をはじめ支部社協の事業には、

皆さまよりご協力いただいた社協会費が使

われています。 

社協会費・赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました。 

今年度も多くのご協力をいただき、深く感謝申しあげます。穂高地域の集計結果をご報告いたします。 

（令和 6年 1月現在）   

 

発行：穂高支部社会福祉協議会  

 （事務局：安曇野市社会福祉協議会穂高支所地域福祉係） 

安曇野市穂高 5808-1 Tel：82-2940 Fax：82-9621  

E-ｍａｉｌ：hotaka@azuminoshakyo.or.jp 

安曇野市社協 「福祉員」 にご協力いただいています！ 

安曇野市社会福祉協議会では「お互いさまの地域づくり」を目指して、隣近所のつながりを作る  

「福祉員」の取組を広めています。 

「向こう三軒両隣」の日常関係で、さりげない「見守り」、日頃からの「声かけ（あいさつ）」、何か困りご

とがあったときに相談窓口につなぐ「つなぎ役」として活動していただく「福祉員」は、主に隣組長（班

長）さまにお願いしております。 

少子高齢化が進み、一人暮らし高齢者世帯や核家族世帯が増加するなか、住み慣れた地域で安心・

安全に暮らすためには地域での支え合いが欠かせません。また災害が起こったときには、日頃からのつ

ながりが早期の地域の復興に重要な役割を果たします。 

安心して暮らせる穂高地域を目指すために、引き続き皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

例えば災害時に避難したときに、  

「避難所に近所のあの人がいないけど、

どうしたんだろう？」と、すぐに気づくこ

とができるのは、隣近所の皆さまです。 

日ごろからの交流が、 

被災して逃げ遅れた方の 

早期発見にも繋がります。 

福祉員には玄関先などへ 

プレートの掲示をお願いしています。 

隣組長さまは、４月の交代とともに 

次の隣組長さまにプレートの引継ぎを 

お願いいたします。 

● 社協会費         7,119,969円 

 【内訳】 

・普通・賛助会費（世帯） 6,061件  

5,991,700円 

・特別会費   （事業主） 207件 

1,088,000円 

・その他（窓口・職域等） 

40,269円 

● 赤い羽根共同募金  5,317,636円  

 【内訳】       

・戸別募金（世帯）  5,240 件  

4,541,579円 

・法人募金（事業主）  110 件  

733,000円 

・その他（募金箱・団体・職域等）       

43,057 円 

 


